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「令和７年度 学校評価アンケート（１２月分）」の集計結果を報告します。
アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。

１２月に実施した学校評価へのご協力、誠にありがとうございました。
この結果を受けて、３学期および次年度の学校経営方針に反映して、本校の教育がよりよい

ものになるよう尽力してまいりたいと考えております。
この紙面をお借りして保護者の皆様にも結果を報告させていただきます。
なお、私たち教職員は、この結果や保護者の皆様から寄せられた様々なご意見を真摯に受け

止め、共有し、学校運営や日々の教育実践に生かすべく協議をおこない、それぞれの項目におい
て改善策を検討・実施してまいります。
引き続き本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
※表は、7月同様、「わからない」を除く回答すべてを平均値で表わしたものです。
また、７月との比較において、上昇したものを青色、下降したものを赤色で示しています。

※なお、学校ホームページにおいても公表してまいりますのでご確認ください。

令和７年度 西大村中学校 学校評価アンケート １２月実施
（平均値表示：４が満点）

領 域 質 問 内 容 生 徒 保護者 地 域 教職員

７月 12月 ７月 12月 ７月 12月 ７月 12月

方 針 １．学校の教育方針や教育目標が理解できる 3.4 3.3 3.2 3.2 3.7 3.6 3.8 3.7
２．生徒（お子様）は、学校に楽しく登校している 3.5 3.4 3.3 3.3 3.3 3.4 3.3 3.3
３．学校は、一人一人を大切にしている 3.4 3.3 3.0 3.0 3.5 3.6 3.7 3.7
４．学校は、厳しさと温かさのある指導に努力している 3.4 3.3 3.1 3.1 3.4 3.4 3.6 3.6
５．学校は、命の大切さや思いやりの心を育てる努力をしている 3.6 3.5 3.1 3.1 3.4 3.4 3.7 3.6
６．学校は、いじめがないように、生徒の悩みや相談に親身に対応している 3.4 3.3 3.0 2.9 3.7 3.5 3.7 3.7
７．学校は、病気やけがに対する、健康に配慮した指導がなされている 3.1 3.0 3.6 3.7 3.6 3.6

心の教育 ８．不登校等の生徒の指導にあたっては、関係機関と適切に情報交換し、連携が図られている 3.5 3.5
・ ９．支援を要する生徒の情報共有、共通理解、支援が組織的にできている 3.6 3.4

生徒指導 １０．生徒（私）は、元気なあいさつを自分からすることができている 3.2 3.2 2.9 2.9 3.3 3.2 3.0 2.9
１１．生徒（私、お子様）は、感謝の気持ちを他者に伝えることができている 3.5 3.5 3.0 3.1 3.2 3.3 3.2 2.9
１２．生徒（私、お子様）は、時間を大切にし、守ることができている 3.2 3.2 2.7 2.8 3.3 3.4 3.0 2.6
１３．生徒（私、お子様）は、スリッパや靴ならべをきちんときている 3.5 3.5 2.3 2.5 2.7 2.4
１４．チーム学年担任制は、生徒にとってよかった 3.4 3.3 3.2 3.1 3.1 3.2
１５．チーム道徳制は、生徒にとってよかった 3.6 3.6
１６．チーム教科担任制は、生徒にとってよかった 3.4 3.4
１７．授業は分かりやすい（教職員：教材研究や授業改善に努めている） 3.4 3.3 3.5 3.4
１８.生徒は、授業によく取り組んでいる 3.3 3.3 3.3 3.4 3.3 3.2
１９．学校は、教科担任で連携し、学習内容の定着を図る授業を実践している 3.4 3.3 3.0 2.9 3.3 3.3 3.4 3.5
２０．学校は「分かる授業づくり」の手段として、ICT機器を有効活用している 3.2 3.2 3.0 2.9 3.3 3.3 3.3 3.4

学力向上 ２１．学校は、秩序があり、生徒は落ち着いて学習している 2.9 2.8 2.9 2.9 3.2 3.6 3.5 3.1
２２．学校は図書室の効果的な活用（本の貸し出しや調べ学習等）がなされている 3.4 3.2 3.2 3.1
２３．学校は地域の歴史や文化を学ぶ学習を充実させている（地域学習など） 3.4 3.5 3.1 3.2 3.2 3.3 3.4 3.4
２４．学校は、ALTを活用した外国語教育や異文化理解の学習が実践できている 3.5 3.5 3.1 3.1 3.5 3.6
２５．生徒は、係活動や生徒会活動によく取り組んでいる 3.4 3.4 3.4 3.3
２６．昼休みの「リフレッシュタイム」は効果を感じている 3.0 2.8 3.1 2.8
２７．学校は、掃除が行き届いていて、整理整頓されている

環境教育 （教職員：清掃指導等も率先垂範し、環境教育に気を配っている） 3.1 3.0 3.5 3.6 3.3 3.3
２８．学校は、危険箇所などを点検し、安全配慮に努めている 3.4 3.3 3.1 3.1 3.6 3.6 3.4 3.2
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「プライオン 思いを力に！」



２９．学校は、各種通信・電話等で学校や生徒の様子等を保護者に知らせている
（生徒：学校からの文書や「たより」を保護者に渡している） 3.4 3.2 3.2 3.2 3.8 3.6 3.5 3.5

３０．学校は、保護者からの相談に親身に対応している 3.2 3.1 3.7 3.6 3.7 3.7
家 庭 ３１．学校は、授業や学校行事に参加する機会を多く設けている 3.3 3.2 3.6 3.6
・ ３２．学校のPTA活動は、充実した取組ができている 3.0 3.0 3.4 3.3 3.3 3.3

地域連携 ３３．コミュニティスクールの効果的な推進が図られている
等 （生徒：地域学習等は大切で学びがいがあると感じている） 3.4 3.4 2.9 2.9 3.6 3.5 3.1 3.0

３４．生徒は、情報端末やインターネット利用のルールを守っている 3.6 3.3 2.9 2.9 2.7 2.5
３５．家庭では、学校のことや将来のことを話し合ったり、自分の悩みを相談している 3.1 3.1 3.2 3.2
３６．小中の接続を意識した連携が進められている 3.5 3.7 3.4 3.2
３７．学校は、働きがいを感じる職場である 3.6 3.5

【この結果を、次のように考察しました】

〈領域別 今後の取組について〉

学校評価アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。多数のご意見をいただき、心から感謝し
ます。温かい励ましから厳しいものまでさまざまありましたが、しっかりと受け止めて、本校生徒の明るい
笑顔と明るい未来を創るために、教職員一同、一丸となって教育活動を推進して参ります。
今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 学校長:六山
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今回も考察は
私が行いました。
皆で、西大村中を
もっとよく
していきま
しょう。

主幹教諭：縄田より

生徒
多くの項目で3.3～3.5前後と比較的高い評価となっており、学校生活全体に対する満足度

は概ね良好である。特に、心の教育・生徒指導に関する項目は安定して高い数値を示してい
る。一方で、落ち着いて学習する態度や生活習慣（時間を守る、あいさつ等）に関する項目
では、他と比べてやや低めの数値。また、「リフレッシュタイム」は、取組の目的が十分に実
感しきれていない層が一定数存在することがうかがえる。7月と12月の比較では、多くの項目
が横ばいまたは微減となっており、取組の継続性や新たな刺激の必要性がある。
⇒ 生徒は安心して学校生活を送っているが、主体的な学習態度や生活面の自己管理力の育成
が課題である。

学力向上
・「西中授業スタンダード」に従って、「分かる」から「できる」
への段階的指導を意識する。
・教科担任間の連携を深め、学習内容の定着を図る取組を継続
する。

・ICT活用については、目的を明確にし、学びの質を高める活用を
進める。

・家庭学習の習慣化に向けた、家庭と連携した取組を進める。

教職員
ほぼすべての項目で3.5以上と非常に高い評価となっており、教育活動への自負と共通理解が

図られている。「分かる授業づくり」「生徒理解」「組織的な支援体制」などについて、取組が順調
に進んでいると認識している。一方で、他の立場との評価差が見られる項目もあり、教職員の実
感と生徒・保護者の受け止め方に差が生じていることがうかがえる。
⇒ 組織としての取組は充実しているが、成果の伝え方や可視化が今後の課題。また、困り感
をもつ生徒や保護者がいることを意識し、寄り添う姿勢を大切にする必要がある。

保護者
全体として3.0～3.3前後の評価が多く、学校運営への一定の信頼がうかがえる。

一方で、3.0に満たない評価も散見されること、7月から12月にかけて数値が横ばいまたは低下し
ている項目もあることから、もっと対応してほしいと望んでいる保護者が一定数いることがうか
がえる。学力向上に関しては、「わからない」の回答が２０％を超えている項目もあった。家庭で
の生活習慣や学習状況に関わる項目では、生徒・教職員評価と比べてやや低い傾向が見られる。
⇒学校への信頼はあるものの、学習面や取組の成果が家庭に十分伝わっていないことが課題であ
る。

心の教育・生徒指導
・生徒が「大切にされている」と実感できる日常的な声かけ
や関わりを継続する。

・あいさつ、時間厳守、感謝の気持ちなど、生活面を意識化
・価値づける指導を全教職員で共通理解する。

・チーム担当制の取組（学年・道徳・教科）については、生
徒が「よかった」と実感できるよう、目的や成果を明確に
する。

家庭・地域連携等
・各種通信や学校ホームページを通じて、学校の取組や教育の
意図を、分かりやすく・具体的に発信する。

・「地域とともに育つ学校」という意識を共有し、行事や地域
学習をとおして、学校教育への理解と参画を促す。
・家庭と連携し、学習習慣や生活習慣の定着を支える取組を進
める。

地域
回答数は少ないものの、多くの

項目で3.4～3.7程度と高い評価が
示されている。一方で、「わから
ない」の割合が非常に高い項目が
多く、学校の取組が地域に十分認
識されていないことが課題として
明確である。コミュニティ・スク
ールや地域学習については一定の
評価があるが、関わりの深さには
差が見られる。
⇒学校全体への印象は良好だが、
教育活動の具体が地域に十分共
有されていない。

環境教育
・清掃や整理整頓を「作業」ではなく「学び」として位置づ
け、日常的な指導の積み重ねを大切にする。

・環境教育と道徳・総合的な学習との関連付け、生徒自身が
環境や安全について考え、行動できるよう、主体性を育て
る指導を工夫する。


